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開催日程 　

会場
第 1 日目　 2 月27日（土） 第 2 日目　 2 月28日（日）

9：00～ 12：00
12：00

～
13：00

13：00～17：00 9：00～ 12：00
12：00

～
13：00

13：00～ 16：00

第 1 会場 大教室
市民公開シンポジウム

（日獣）
AFTER WVAC 2026 

世界獣医師会大会の成果を未来へ

市民公開シンポジウム
（JAHA、日獣）

人と動物のウェルビーイングを 
実現する共生社会とは

市民公開シンポジウム
（麻布大学、日獣）

麻布大学が描くOne Healthの未来 
－教育・社会・地域をつなぐ獣医－

学術賞
授与式

市民公開シンポジウム
（日獣、産業動物、小動物、公衆衛生）
マダニ媒介感染症SFTSを正しく知ろう！

その現状と最新の知見

第 2 会場 8 号館 6 階
8601

シンポジウム
（日獣）

遠隔診療とどう向き合うか（仮）

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

シンポジウム
（日獣）

産業動物獣医師の確保に向けた取組
（仮）

シンポジウム
（日獣）

地域で支える災害獣医療（仮）

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

シンポジウム
（日獣）

獣医師の働き方改革と 
ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて（仮）

第 3 会場 8 号館 5 階
8501

教育講演
（産業動物）

やっぱりコミュニケーション、 
産業動物臨床

（産業動物）
地区学会長賞受賞講演

獣医学術奨励賞受賞者記念講演

シンポジウム
（産業動物）

家畜伝染病発生時の実地疫学 
―演習ツールの活用―

（産業動物）
一般口演・研究報告

第 4 会場 8 号館 5 階
8502

シンポジウム
（産業動物）

呼吸器病複合感染症の現在地
ーBRDC対策をワクチン、農場管理、

AMRの視点から考えるー

教育講演
（産業動物）

牛の内科疾患アップデート

シンポジウム
（産業動物）

これからの獣医療と農場生産支援を考える -乳牛編
（認定プログラム受講）

シンポジウム
（産業動物）

これからの獣医療と農場生産支援を考える -肉牛編
（認定プログラム受講）

第 5 会場 8 号館 4 階
8401

教育講演
（小動物）

失敗しない外科手術シリーズ
「腹腔鏡手術」

（小動物）
地区学会長賞受賞講演

獣医学術奨励賞受賞者記念講演

シンポジウム
（小動物）

One Healthとしての人と動物の歯周病
（人と動物の共通感染症としての歯周病）

シンポジウム
（小動物）

敗血症を考える
―小動物の敗血症を深堀りする―

第 6 会場 8 号館 4 階
8402

教育講演
（小動物）

この症状ならどうする？ 
一次診療医のための眼科診療

シンポジウム
（JVNA、JSVN、JVCS、小動物）

チーム獣医療で“担癌動物”を考える

教育講演
（小動物）

胸部外科（仮）

シンポジウム
（小動物）

集中治療（仮）

第 7 会場 8 号館 3 階
8301

意見交換会
（日獣）

学校動物飼育支援対策検討委員会 
拡大会議

教育講演
（公衆衛生）
シェルター
メディスン

（公衆衛生）
地区学会長賞

受賞講演
獣医学術奨励賞 
受賞者記念講演

シンポジウム
（公衆衛生）

クマ問題の現在地
～One Healthを実践する～

シンポジウム
（公衆衛生）

食品衛生・環境衛生における有害物質

第 8 会場 8 号館 3 階
8302

シンポジウム
（麻布大学、日獣）
麻布大学が推進する 

「学理の討究と誠実なる実践」

教育講演
（動薬検、日獣）

臨床獣医師のための動物薬事
アップデート 

―その薬をどう使い、どう報告し、 
どう説明するか―（仮）

シンポジウム
（公衆衛生、神奈川県獣）

動物愛護管理行政における先進対応事例と問題点

（公衆衛生）
一般口演・研究報告
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略記について
産業動物……日本産業動物獣医学会、小動物……日本小動物獣医学会、公衆衛生……日本獣医公衆衛生学会、日獣……公益社団法人日本獣
医師会、JAHA…公益社団法人日本動物病院協会、JVNA…一般社団法人日本愛玩動物看護師会、JSVN…一般社団法人日本動物看護学会、
JVCS…一般社団法人日本獣医がん学会、動薬検…農林水産省動物医薬品検査所、神奈川県獣…公益社団法人神奈川県獣医師会
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参加登録のご案内

区　　　分 参加登録料
（講演要旨集 1 部含）歓迎交流会参加費 合　計

会　員

事前登録
＊令和 9年 1月31日（日）まで 18,000円 8,000円 26,000円

当日登録
＊令和 9年 2月 1（月）以降 20,000円 8,000円 28,000円

学生賛助会員 無料 8,000円  8,000円

非会員 事前登録・当日登録とも 25,000円 8,000円 3,3000円

学  生
愛玩動物看護師 事前登録・当日登録とも  2,000円 8,000円 10,000円

（1）「会員」は、地方獣医師会会員、日本獣医師会賛助会員（団体賛助会員除く。）です。
　　「学生」は、大学･専門学校等に在籍する学生です。
（2）�参加登録の申込み、参加登録料等の送金は、インターネット経由でお願いします。「第44回年次大会ホー

ムページ」上の「参加登録」から登録サイトにお進みください。

　　 　https://jvma.confit.atlas.jp/login　令和 8年10月 1 日（木）オープン予定

（3）事前登録締切：令和 9 年 1 月３１日（日）
　　�事前登録をされた方で参加登録料の全額入金が確認できた方には、参加証を事前にお送りします�
（令和 9年 2月上旬予定）。

　　＊講演要旨集のデーター版（PDF）を令和 9年 ２月上旬に第44回年次大会ホームページ上で公開予定です。
　　　�なお、閲覧は事前参加登録済みの方に限定させていただきます。冊子体は大会当日、会場にてお渡しい

たします。
（4）インターネットを利用されない場合は、第44回年次大会運営事務局までお問合せください。
（5）�参加登録は、参加登録料の全額入金をもって完了となります。参加登録料のクレジット決済完了後および

お振込み後のキャンセルについては返金できませんので、ご了承ください。
　　�銀行振込をご利用の場合は、参加者毎に異なる口座番号が発行されますので各々の指定の口座番号にお振
込みください。振込手数料はご負担いただきますようお願いします。

（6）�講演要旨集の購入のみご希望の方は、本大会終了後、在庫がある場合に限り 1部5,500円（税込）で販売
します。

【大会全般に関するお問合せ先】
公益社団法人日本獣医師会事務局（学会担当：吉田、遠藤）
〒107-0062　東京都港区南青山1-1-1
　　　　　　新青山ビル西館23階
TEL：03-3475-1601　FAX：03-3475-1604
E-mail：jvmas-meet@umin.ac.jp

【事前参加登録方法についてのお問合せ先】
第44回日本獣医師会獣医学術学会年次大会
（令和 8年度）　運営事務局
株式会社地域力活性化研究室（担当：吉田）
E-mail：jvma@unei-jimukyoku.jp

【第44回日本獣医師会獣医学術学会年次大会（令和 8 年度）ホームページ】
https://jvma-sympo.jp/jvma44th_r08/
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演題申込のご案内
演題募集
１ ．地区学会長賞受賞講演：
　�令和 8年度の獣医学術地区学会長賞を受賞された演題を募集します。発表時間は12分（発表 8分、質疑 4分）、

講演要旨本文は2,000字以内です。

　�なお、地区学会長賞受賞講演の中から演題 1題を選考して、令和 8年度の日本獣医師会獣医学術賞（獣医学

術学会賞）を授与し、受賞者には本賞及び副賞（研究奨励金）を授与します。

2 ．一般口演（未発表演題）：
　�日本学術会議の協力学術研究団体等が主催する学会、獣医学術地区学会等で一般に発表されていない「未発

表」の演題を募集します。発表時間は10分（発表 7分、質疑 3分）、講演要旨本文は1,000字以内です。

3 ．研究報告（既発表演題）：
　�日本学術会議の協力学術研究団体等が主催する学会、獣医学術地区学会等で既に一般に発表された「既発表」

の演題を募集します。発表時間は10分（発表 7分、質疑 3分）、講演要旨本文は1,000字以内です。

4 ．ポスター発表：
　�一般演題のポスター発表を募集します。第44回年次大会期間中に発表時間を設けます。発表時間は 5分（発

表 3分、質疑 2分）、講演要旨本文は1,000字以内です。

演題の申込要領
　インターネット（オンライン利用）による申込みとします。第44回年次大会ホームページの記載に従い登録

してください。

1 ．受付期間：令和 8 年11月18日（水） 17：00まで
2 ．登録要領：
　（1）�第44回年次大会ホームページに掲載している「募集要領」をよくお読みのうえ、「演題登録画面（UMIN

へ）」を選択し、リンクしている「演題申込画面」から手順に従って入力してください。

　（2）�演題申込時には、同時に講演要旨（抄録）の登録が必要となります。インターネットでの登録となりま

すので、講演要旨本文はあらかじめワープロソフト等で作成しておき、コピー＆ペーストすることをお

薦めします。登録が正しく完了すると、折り返し、受付完了の旨のメールが申込者に届きます。なお、

登録した講演要旨は、受付期間中であれば修正が可能です（登録番号・パスワードが必要です）。

　（3）�プログラム（講演順、講演時間等）が決定次第、ホームページ上に公開しますので、申込者は、発表日

時、会場等に関する情報を第44回年次大会ホームページから入手してください。

発表データの事前受付について
　今年度は、発表データの事前受付を行います。原則、大会当日にPCセンターでの発表データの受付は行い
ません。

　事前受付の方法等の詳細につきましては、メールまたは第44回年次大会ホームページにてご案内いたします。

　＊当日は、念のため、バックアップデータをUSB、ご自身のPC等でご持参ください。

【演題申込についてのお問合せ先】
公益社団法人日本獣医師会事務局（学会担当）

E-mail：jvmas-meet@umin.ac.jp
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特別企画　※プログラムは都合により変更となることがあります。

2月27日（土）　大会1日目　午前
市民公開シンポジウム
「�AFTER WVAC 2026　世界獣医師会大会の成果を未来へ�
―ワンヘルス時代の獣医師の役割を考える―」� 公益社団法人日本獣医師会
2月27日（土）　第1会場	 10：00～12：00

世界獣医師会大会（WVAC2026）がもたらしたもの①… …………………………… 伏見　啓二（日本獣医師会）
世界獣医師会大会（WVAC2026）がもたらしたもの②… ………………………… 上野　弘道（東京都獣医師会）
WVAC2026から見えた未来 ― ワンヘルス時代に求められる獣医師の役割�
…………………………………………………………………丸山　総一（WVAC2026プログラム委員会委員長）

世界から見た東京でのWVAC2026の開催… ……………… 石橋　朋子（国際獣疫事務局アジア太平洋地域代表）
【総合討論】

シンポジウム
「遠隔診療とどう向き合うか（仮）」（獣医療提供体制整備推進総合対策事業）
� 公益社団法人日本獣医師会
2月27日（土）　第2会場	 10：00～12：00

遠隔診療の活用状況と今後の方針（仮）…………………………………………………… 岩田　　啓（農林水産省）
遠隔診療の活用事例（仮）…………………………………………………………………………………… 未定（未定）
遠隔診療の現状と課題（仮）…………………………………………………… 山口　　明（畜産サポート　Yama）

教育講演
「やっぱりコミュニケーション、産業動物臨床」（農場管理認定獣医師等認定・活動支援事業）
� 日本産業動物獣医学会
2月27日（土）　第3会場	 9：00～12：00

獣医療とコミュニケーション（仮）…………………………………………………………… 堀北　哲也（日本大学）
家保業務とコミュニケーション（仮）………………………………… 島村　　剛（神奈川県県央家畜保健衛生所）
繁殖検診とコミュニケーション（仮）……………………………石井　一功（株式会社よくつく（石井動物病院））
画像診断とコミュニケーション（仮）………………………………………………………… 山田　一孝（麻布大学）

シンポジウム
「�呼吸器病複合感染症の現在地― BRDC対策をワクチン、農場管理、AMRの視点から考える ―」�
� 日本産業動物獣医学会
2月27日（土）　第4会場	 9：00～12：00

牛呼吸器病症候群（BRDC）の現状と課題（仮）… …………………………………… 石川　真悟（大阪公立大学）
BRDCへの応用が期待される炎症マーカー：血清アミロイドA（SAA）（仮）………… 大和　　修（鹿児島大学）
AMRの視点からBRDC対策を考える（仮）……………………………………………… 臼井　　優（酪農学園大学）
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BVDワクチンの現状と展望― BRDC対策における基礎疾患制御の視点から ―（仮）�
………………………………………………………………………………… 青木　博史（日本獣医生命科学大学）

【総合討論】

教育講演
「失敗しない外科手術シリーズ「腹腔鏡手術」」� 日本小動物獣医学会
2月27日（土）　第5会場	 9：00～12：00

ここがポイント　避妊手術から胆嚢摘出術まで………………………… 朴　永泰（自由が丘動物医療センター）

シンポジウム
「この症状ならどうする？一次診療医のための眼科診療」� 日本小動物獣医学会
2月27日（土）　第6会場	 9：00～12：00

赤い眼を診る……………………………………………… 望月　一飛（アニマル・アイケア東京　安部動物病院）
白い眼を診る………………………………………………… 村松勇一郎（湘南鎌倉動物病院　動物眼科センター）
見えない眼を診る … ………………………………………………………………… 若生　晋輔（わかいき動物眼科）
【総合討論】

意見交換会
「学校動物飼育支援対策検討委員会拡大会議」� 公益社団法人日本獣医師会
2月27日（土）　第7会場	 9：30～12：00

基調講演　学習指導要領改訂の方向性と体験活動の意義（仮）………………………… 髙見　英樹（文部科学省）
動物園が担う体験学習・命の教育の実践………………………………………………… 佐賀　真一（旭山動物園）
動物園と連携し、モルモットホスティングを通じた学校動物教育への支援…… 大門由美子（福井県獣医師会）
地方獣医師会における学校動物飼育支援に係る取組み調査�
…………………………………………………………… 處　　愛美（学校動物飼育支援対策検討委員会委員長）

【意見交換会】次期学習指導要領を踏まえ、獣医師会は何を担えるか�
……………………………………………………… 進行　鳩貝　太郎（学校動物飼育支援対策検討委員会委員）

		  三品　佳子（学校動物飼育支援対策検討委員会委員）

シンポジウム
「麻布大学が推進する「学理の討究と誠実なる実践」」� 麻布大学、公益社団法人日本獣医師会
2月27日（土）　第8会場	 10：00～12：00

比較病理学から考えるアミロイド症………………………………………………………… 上家　潤一（麻布大学）
なぜイヌとヒトは特別に仲が良いのか……………………………………………………… 永澤　美保（麻布大学）
人と動物のWell-beingとLongevity － 産学連携の実例をもとに……………… 勢籏　　剛（ロート製薬株式会社）
産学連携が産んだ日本初の新規動物用医薬品、SQAPがレブリチンになるまで………… 佐原　弘益（麻布大学）
【総合討論】
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2月27日（土）　大会1日目　午後
市民公開シンポジウム
「�人と動物のウェルビーイングを実現する共生社会とは�
― 動物愛護センター・獣医療・地域連携の新たな展開 ―」
� 公益社団法人日本動物病院協会、公益社団法人日本獣医師会
2月27日（土）　第1会場	 13：00～15：00

基調講演　ワン・ウェルビーイングの視点から考える、人と動物の共生社会………… 菊水　健史（麻布大学）
麻布大学とともに創る動物愛護センターが持つ未来……………………………………… 大川　　真（相模原市）
日本動物病院協会（JAHA）と動物愛護センターの連携に向けた展望………… 宗像俊太郎（日本動物病院協会）
【総合討論】……………………………………………………………………… 座長　上野　弘道（東京都獣医師会）

シンポジウム
「産業動物獣医師の確保に向けた取組（仮）」（産業動物獣医師魅力発信普及事業）
� 公益社団法人日本獣医師会
2月27日（土）　第2会場	 13：00～16：00

産業動物獣医師をめぐる情勢（仮）………………………………………………………… 岩田　　啓（農林水産省）
地方競馬全国協会の畜産振興補助事業と産業動物獣医師確保の取組（仮）…… 頼田　勝見（地方競馬全国協会）
日本獣医師会の取組（仮）………………………………………………………………… 伏見　啓二（日本獣医師会）

教育講演�
「牛の内科疾患アップデート」� 日本産業動物獣医学会
2月27日（土）　第4会場	 13：00～16：00

牛の血液・循環器疾患…………………………………………………………………………… 猪熊　壽（東京大学）
牛の代謝性疾患…………………………………………………………………………………… 恩田　賢（麻布大学）
牛の乳房炎……………………………………………………………………………………… 河合　一洋（麻布大学）
【総合討論】

シンポジウム
「チーム獣医療で”担癌動物”を考える」
� 一般社団法人日本愛玩動物看護師会、一般社団法人日本動物看護学会、�
� 一般社団法人日本獣医がん学会、日本小動物獣医学会
2月27日（土）　第6会場	 13：00～16：00

チーム獣医療―愛玩動物看護師の現在地…………………………………… 横田　淳子（日本愛玩動物看護師会）
チーム獣医療―担癌動物を獣医師の目線で考える……………………………… 呰上　大吾（日本獣医がん学会）
チーム獣医療―担癌動物を愛玩動物看護師の目線で考える…………………… 小野沢栄里（日本動物看護学会）
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教育講演
「シェルターメディスン」� 日本獣医公衆衛生学会
2月27日（土）　第7会場	 13：00～14：00

シェルターメディスン…………………………………………………………… 田中亜紀（日本獣医生命科学大学）

教育講演
「�臨床獣医師のための動物薬事アップデート�
―その薬をどう使い、どう報告し、どう説明するか―（仮）」
� 農林水産省動物医薬品検査所、公益社団法人日本獣医師会
2月27日（土）　第8会場	 13：00～16：00

副作用報告はこう変わる―新システムを利用した新しい報告方法と入力のポイント―（仮）�
………………………………………………………………………… 落合　絢子（農林水産省動物医薬品検査所）

獣医療におけるファーマコビジランス―世界の潮流と臨床獣医師に期待される役割―（仮）……… 未定（未定）
動物用医薬品に関する臨床獣医師に向けたトピック的事項（仮）……………………………………… 未定（未定）
臨床現場における動物用医薬品のリスク管理に関する事項（仮）……………………………………… 未定（未定）
【総合討論】
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2月28日（日）　第2日目　午前
市民公開シンポジウム�
「麻布大学が描くOne Healthの未来－教育・社会・地域をつなぐ獣医－」
� 麻布大学、公益社団法人日本獣医師会
2月28日（日）　第1会場	 10：00～12：00

未来を育む獣医学 ― デジタル技術が拓く動物福祉と臨床教育 ―　………………………髙木 　　哲（麻布大学）
社会を支える獣医学 ― 多岐にわたる取組で安全・安心を未来へ ―……………………… 河合　一洋（麻布大学）
地域とともに拓く獣医学 ― 相模原市をはじめとする地域との連携 ―　……………… 村上　　  賢（麻布大学）
【総合討論】

シンポジウム�
「地域で支える災害獣医療（仮）」� 公益社団法人日本獣医師会
2月28日（日）　第2会場	 10：00～12：00

日本獣医師会危機管理室の役割………………………………………………………… 佐伯　　潤（日本獣医師会）
災害獣医療に果たす獣医師の役割……………………………………………………… 藤本　順介（日本獣医師会）
地方獣医師会における取組①　鳥取県獣医師会におけるVMATの立ち上げと将来展望�
………………………………………………………………………………………… 髙島　一昭（鳥取県獣医師会）

地方獣医師会における取組②　九州地区における地域連携による活動………… 関　一弥（北九州市獣医師会）
環境省における新たなガイドラインの検討…………………………………………… 平井　潤子（日本獣医師会）

シンポジウム�
「家畜伝染病発生時の実地疫学　－演習ツールの活用－」� 日本産業動物獣医学会
2月28日（日）　第3会場	 9：00～12：00

海外の獣医実地疫学教育システムと国内の状況……………………………………… 蒔田　浩平（酪農学園大学）
教育演習ツールの紹介：感染拡大防止ボードゲーム…………………………………… 筒井　俊之（立命館大学）
教育演習ツールの紹介：農場聞き取り調査体験ツール……………… 山本　健久（農研機構動物衛生研究部門）
疫学解析訓練用データセットの紹介…………………………………… 松山　亮太（農研機構動物衛生研究部門）
【教育演習ツールの体験デモンストレーション】

シンポジウム　�� 農場管理認定獣医師　認定プログラム-乳牛
「これからの獣医療と農場生産支援を考える -乳牛編」（農場管理認定獣医師等認定・活動支援事業）
� 日本産業動物獣医学会
2月28日（日）　第4会場	 9：00～12：00

＊乳牛農場管理認定獣医師：動物種プログラム e）に該当
獣医療と農場生産支援の課題と対策………………………………………………… 佐藤　繁（産業動物獣医学会）
これからの個体診療と群管理指導― １…………………………………………………向井　周平（NOSAI北海道）
これからの個体診療と群管理指導― ２…………………………………………………山本　浩平（NOSAI北海道）
これからの群管理指導と農場支援― １…………………………………… 宮島　吉範（あかばね動物クリニック）
これからの群管理指導と農場支援― ２…………………………………… 濱田　将臣（ボバインベットサービス）
【総合討論】
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シンポジウム
「�One Healthとしての人と動物の歯周病（人と動物の共通感染症としての歯周病）」
� 日本小動物獣医学会
2月28日（日）　第5会場	 9：00～12：00

基礎研究からひも解く歯周病………………………………………………………………… 福山　朋季（麻布大学）
犬およびヒトの歯周病と全身疾患への影響―これまでの研究成果をふまえて―（仮）�
………………………………………………………………………………………… 仲野　和彦（大阪大学歯学部）

動物の歯周病と今後の獣医臨床応用（仮）…………………………………………………… 島津　徳人（麻布大学）
周術期と歯周病ケア（仮）………………………………………………………………… 佐野　忠士（帯広畜産大学）
獣医領域の歯周病（仮）………………………………………………………………… 藤田　桂一（フジタ動物病院）
【総合討論】

教育講演
「胸部外科」（仮）� 日本小動物獣医学会
2月28日（日）　第6会場� 9：00～12：00

（未定）

シンポジウム�
「クマ問題の現在地　～One Healthを実践する～」� 日本獣医公衆衛生学会
2月28日（日）　第7会場	 9：00～12：00

生態系の変化にクマは適応できるのか？……………………………………… 小池　伸介（東京農工大学大学院）
クマ外傷の現況と減災対策…………………………………………………………… 中永士師明（秋田大学大学院）
クマ由来の寄生虫感染症……………………………………………………… 常盤　俊大（日本獣医生命科学大学）
クマ対策最前線　～暮らしを守るゾーニング～ … ………………………………… 小松　武志（北秋田市産業部）
【総合討論】

シンポジウム�
「動物愛護管理行政における先進対応事例と問題点」
� 日本獣医公衆衛生学会、公益社団法人神奈川県獣医師会
2月28日（日）　第8会場	 9：00～12：00

神奈川県における動物愛護管理行政の振り返り……………………… 外谷　由紀（神奈川県動物愛護センター）
行政シェルターにおける動物福祉について（強い攻撃性を示す犬への対応）�
…………………………………………………………………………………………… 入交　眞巳（東京農工大学）

多機関連携を軸とした多頭飼育対策事業　第 2報�
………………………………………………………………………… 佐野　哲也（滋賀県動物保護管理センター）

東京都台東区における多職種連携に向けた取組 ～地域猫支援20年から見えてきた課題～�
……………………………………………………………………………………… 高松　純子（台東区台東保健所）

【総合討論】
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2月28日（日）　第2日目　午後
市民公開シンポジウム
「�マダニ媒介感染症SFTSを正しく知ろう！　その現状と最新の知見」（科学研究費助成事業）
�公益社団法人日本獣医師会、日本産業動物獣医学会、日本小動物獣医学会、日本公衆衛生獣医学会
2月28日（日）　第1会場	 13：00～16：00

地球環境変動とダニ媒介感染症………………………………… 五箇　公一（国立研究開発法人国立環境研究所）
日本におけるSFTSの現状とリスク…………………………………………………… 前田　健（国立感染症研究所）
ペットからのSFTS感染に気をつけよう！～当院での犬猫の発症事例と私の感染体験から伝えたいこと～�
………………………………………………………………………………… 松本　泰和（益田ペットクリニック）

患者の治療と院内における対応…………………………………………………… 山中　篤志（宮崎県立宮崎病院）
【総合討論】

シンポジウム
「獣医師の働き方改革とワーク・ライフ・バランスの実現に向けて（仮）」�
（獣医療提供体制整備推進総合対策事業）
� 公益社団法人日本獣医師会
2月28日（日）　第2会場	 13：00～15：00

わが国における獣医師の現状と課題（仮）………………………………………………… 鴨川　まり（農林水産省）
令和 8年改正育児・介護休業法からみる小動物診療施設におけるワーク・ライフ・バランスの実現（仮）�
………………………………………………………………………… 丸山　和美（社会保険労務士事務所sango）

小動物診療施設の現状と課題～すべての獣医師がのびのびと活躍できる環境づくりを（仮）�
…………………………………………………………………………………… 品川真由美（シーナどうぶつ病院）

シンポジウム　� 農場管理認定獣医師　認定プログラム-肉牛
「これからの獣医療と農場生産支援を考える -肉牛編」（農場管理認定獣医師等認定・活動支援事業）
� 日本産業動物獣医学会
2月28日（日）　第4会場	 13：00～16：00

＊肉牛農場管理認定獣医師：動物種プログラム e) に該当
獣医療と農場支援の課題と対策……………………………………………………………… 佐藤礼一郎（宮崎大学）
獣医療と農場支援のための学生教育と卒後教育…………………………………………… 松田　敬一（岩手大学）
これからの個体診療と群管理指導― １……………………………………………………出口祐一郎（NOSAI宮崎）
これからの個体診療と群管理指導― ２…………………………………………………加藤　友裕（NOSAI鹿児島）
これからの群管理指導と農場支援……………………………………………………… 伏見　康生（ガーデイアン）
【総合討論】
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シンポジウム
「敗血症を考えるー小動物の敗血症を深掘りするー」� 日本小動物獣医学会
2月28日（日）　第5会場	 13：00～16：00

ヒトと動物の敗血症 診断… …………………………………………………… 栗田　吾郎（獣医臨床感染症研究会）
ヒトと動物の敗血症 検査… ………………………………………… 露木　勇三（サンリツセルコバ検査センター）
敗血症とDIC……………………………………………………………… 平田　雅彦（アイデックスラボラトリーズ）
敗血症の治療…………………………………………………………………………… 村田　佳輝（むらた動物病院）

シンポジウム
「集中治療（仮）」� 日本小動物獣医学会
2月28日（日）　第6会場	 13：00～16：00

（未定）

シンポジウム「食品衛生・環境衛生における有害物質」� 日本獣医公衆衛生学会
2月28日（日）　第7会場	 13：00～16：00

食品のカビ毒汚染実態と規制…………………………………………… 吉成　知也（国立医薬品食品衛生研究所）
食品中の細菌毒素・残留動物用医薬品の検査……………………… 小池　　裕（東京都健康安全研究センター）
水道水中PFASの検査と規制……………………………………………… 小林　憲弘（国立医薬品食品衛生研究所）
水銀・メチル水銀の毒性……………………………………………… 丸本　倍美（国立水俣病総合研究センター）
残留動物用医薬品の規制・リスク管理……………………………… 磯部　哲志（農林水産省動物医薬品検査所）
【総合討論】
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託児（保育）のご案内
　第44回年次大会の開催期間中（令和 9年 2月27日（土）～28日（日））に託児のご利用を希望される方は、令和
9年 1月26日（火）16：00までに運営事務局へご連絡ください。
　なお、感染症の発生状況やシッターの手配の都合によりご利用できない場合がございますので、予めご了承
ください。

1 ．対　　象：�託児利用は第44回年次大会の参加者を保護者とするお子様（生後 3カ月以上の乳幼児～小学生
6年生までの児童）に限ります。

　　　　　　　＊�体調不良（発熱、感染性の病気など）のお子様のお預かりは、託児の安全性の確保のため、
お断りさせていただきます（医療措置が必要なお子様も同様です。）。

2 ．開設時間：大会 1日目（令和 9年 2月27日（土））8：30～17：30
　　　　　　　大会 2日目（令和 9年 2月28日（日））8：30～16：30
　　　　　　　＊原則として託児利用の延長はできません。
3 ．開設場所：麻布大学（詳細はセキュリティの関係上、託児利用者のみにお知らせいたします。）
4 ．定　　員： １ 日１０名まで（完全予約制）
5 ．託児料金：お子様 1人あたり1,000円/時間

【託児のご予約に関するお問合せ先】
　第44回年次大会運営事務局
　株式会社地域力活性化研究室（担当：吉田）
　E-mail：jvma@unei-jimukyoku.jp

歓迎交流会のご案内（事前参加登録制）
　第44回年次大会 1日目（令和 9年 2月27日（土））18：00から20：00までレンブラントホテル東京町田におい
て、歓迎交流会を開催いたします。皆さま方の交流の場として是非ご活用ください。

●レンブラントホテル東京町田（東京都町田市原町田3-2-9）
　JR横浜線町田駅ターミナル口から徒歩 2分

同窓会の開催について
第44回年次大会の開催に併せて獣医学系大学の同窓会を開催される際には、日本獣医師会事務局までご連絡く
ださい。また、「講演要旨集」には同窓会開催情報を掲載しますので、11月18日17：00までに開催内容を事務
局までお知らせ下さい。

【同窓会に関するお問合せ先】
公益社団法人日本獣医師会事務局（学会担当）
E-mail：jvmas-meet@umin.ac.jp
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第44回日本獣医師会
獣医学術学会年次大会（令和8年度）のご案内
第44回日本獣医師会獣医学術学会年次大会（令和 8 年度）は公益社団法人 日本獣医師会の主催
により、令和 9 年 2 月27日（土）～28日（日）、麻布大学において開催いたします。

「One Health時代の獣医師の役割を考える―ヒトと動物がよりよく共生できる社会の実現―」
をテーマに魅力あるプログラムを多数準備して、皆様のご来場をお待ちしています。

■会場
麻布大学　大教室および 8 号館
〒252-5201　神奈川県相模原市中央区
　　　　　　淵野辺1-17-71

■お問い合せ先
公益社団法人日本獣医師会事務局（学会担当）
〒107-0062　東京都港区南青山1-1-1 
　　　　　　新青山ビル西館23階
TEL：03-3475-1601　FAX：03-3475-1604
E-mail：jvmas-meet@umin.ac.jp

■交通案内：JR横浜線 矢部駅から徒歩 4 分

■アクセス

　　　　＊出典元URL　 https://www.azabu-u.ac.jp/access/


